
 

 

 

 

教育内容・特色 

島根県立大学地域政策学部地域政策学科は、地域

社会やその関連する領域において、さまざまな地域

の関係者とコミュニケーションをとりながら協力・

協働し、企業や自治体、社会などの問題解決と地域

の自律的・持続的発展に寄与することのできる人材

を育成することを目的としています。 

 

求める人材 

求める学生像は次のとおりです。 
 

1．知識・技能 

⑴社会科学系の学問を学ぶ上で必要となる読解

力やものの見方を身につけている人 

⑵大学における学修に必要となる幅広い基礎学

力や教養を身につけている人 

 

2．思考力・判断力・表現力 

⑴多角的な視点に立って物事をとらえ、柔軟な発

想ができる人 

⑵自身の考えを明確に表現することができる人 

 

3．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

地域の諸課題について広く関心をもつとともに、

課題の解決に取り組む意欲があり、主体的に学修に

取り組むことができる人 

 

 

 

 
教育内容・特色 

地域政策学部地域政策学科地域公共コースでは、

生活圏である地域の持続と発展、そして人々の共生

のために、多様性を尊重しつつ、公共的見地から多

様な知識を融合させて、協働と自律の理念のもとに、

課題の解決策を立案できる人材を育成します。 

この教育目的を達成するために、本コースの教育

課程を通じて、次項の能力を養成します。 

1.法、政治・行政、社会の各領域を支えている

根本原理について理解し、俯瞰して政治・社

会的事象を考察する力 

2.多様な人々が共生する地域社会の自律した個人

として、多様性を尊重しつつ、自らの意見や

考えを公共的な見地から発信する力 

3.多様な知識を融合させ、地域社会の様々なステ

ークホルダーと協働しながら、人々の共生に

向けて、課題の解決策を立案する力 

 

教育内容の特色は、以下のとおりです。 

1. 「専門基礎科目群」及び「専門科目群」の「コア

領域科目」の履修を通じて、法、政治・行政、

社会の領域に加えて、公共政策に関わる専門的

な知識を修得し、俯瞰して政治・社会的事象を

考察する力を身に着けます。 

2. 「専門基礎科目群」及び「専門科目群」の「関連

領域科目」の履修を通じて、政策、環境、経済、

経営等の幅広い知識を修得し、公共的な課題の

解決策を「政策」という形で構想する力を培い

ます。 

3.演習科目では、少人数教育を通じて、多様な知

識を融合させ、地域社会の様々なステークホル

ダーと協働しながら、人々の共生に向けて、課

題の解決策を立案する力を培います。 

 

求める人材 

1．知識・技能 

⑴公共的な課題について考察するために必要な

基礎知識と文章の読解力を身につけている人 

⑵自分自身の主張を口頭で分かりやすく伝達す

る適切な日本語の運用能力を身につけている

人 

 

2．思考力・判断力・表現力 

⑴広く人々が関心を持つ公共的な観点から、地域

の多様な課題について考察し、議論することが

できる人 

⑵多様な人々の考えや主張を傾聴したうえで、幅

広い視点から柔軟に思考することができる人 

⑶自分自身の考えや主張を明確に表現すること

ができる人 

 

3．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

⑴自ら課題を発見し、他者と協働してその課題を

解決しようとする姿勢を身につけている人 

⑵広く人々が関心を持つ公共的見地から、自分自

身の知見を広げ、善き社会の実現に向けてその

知見を活かそうとする意欲を持つ人 

 
高等学校段階までの学習で身につけてほしいこと 

1.高等学校教育課程の基礎学力 

2.日本語の文章の読解力と適切に日本語を運用

地域政策学部地域政策学科の 
アドミッション・ポリシー 

地域公共コースの 
アドミッション・ポリシー 



する力 

3.他者の話を的確に聞き取る傾聴力と自分の考

えを分かりやすく伝える力 

4.幅広い視野から公共的な課題を考察しようと

する意欲 

5.地域の多様な課題に対して、公共的な観点から

考察・議論することへの関心 

6.多様な学問領域への関心と多様な知識を融合

して、課題を発見し、解決しようとする意欲 

 

選抜の基本方針 

1．一般選抜（前期日程）  

大学入学共通テストの評価により、合格者を決

定します。大学入学共通テストでは、国語・英語

を必須とし、それ以外は、地歴、公民、数学、理

科、情報から高得点の 2 教科の得点を採用します。

これにより、高等学校卒業レベルの基礎学力を評

価します。 

なお、合否ボーダーライン層については、上述

の考え方による大学入学共通テストの得点に加

え、書類審査(調査書及び活動報告書)により、「主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を

評価し、これらを総合して合格者を決定します。 

 

2．一般選抜（後期日程） 

合格者の決定は、大学入学共通テストと面接の

評価を総合して行います。大学入学共通テストで

は、国語・英語を必須とし、それ以外は、地歴・

公民、数学、理科、情報から最も高い点数の 1 教

科の得点を採用し、高等学校卒業レベルの基礎学

力を評価します。また、面接により、本コースで

の「学び」に対する理解や意欲、自己表現力やコ

ミュニケーション能力など、本コースで学ぶ上で

の適性を評価します。 

 

 

3．学校推薦型選抜（一般推薦）  

合格者の決定は、大学入学共通テストと面接の

評価を総合して行います。大学入学共通テストで

は、国語を必須とし、それ以外は、地歴・公民、

数学、理科、情報、英語から最も高い点数の 1 教

科の得点を採用し、高等学校卒業レベルの基礎学

力を評価します。また、面接により、本コースで

の「学び」に対する理解や意欲、自己表現力やコ

ミュニケーション能力など、本コースで学ぶ上で

の適性を評価します。 

 

 

各選抜方法における求める力 （評価す

る力） 

【◎：特に重視する 〇：重視する】 

※特別選抜(社会人、帰国生及び私費外国人留学生)につい

ては、P54(島根県立大学国際関係学部国際関係学科及び

地域政策学部地域政策学科が実施する特別選抜におけ

る「選抜の基本方針」)を参照ください。 

 

 

区分 選抜方法 
知識 

技能 

思考力 

判断力 

表現力 

主体性を 

持って多

様な人々

と協働して

学ぶ態度 

一般 

選抜 

前期 

日程 

共通テスト ◎ ○  

書類審査   ○ 

後期 

日程 

共通テスト ◎ ○  

面接  ○ ○ 

学校 

推薦型 

選抜 

一般 

推薦 

共通テスト ◎ ○  

面接  ○ ◎ 



 

 

島根県立大学国際関係学部国際関係学科及び地域政策学部地域政策学科が実施する 

特別選抜における「選抜の基本方針」 

 

選抜の基本方針 

■社会人特別選抜 

合格者の決定は、小論文と面接の評価を総合して行います。小論文では、国際関係学部及び地域政策学

部の各コースで学ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。

面接では、コースごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうと

する意欲、自己表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

■帰国生特別選抜 

合格者の決定は、小論文と面接の評価を総合して行います。小論文では、国際関係学部及び地域政策学

部の各コースで学ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。

面接では、コースごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうと

する意欲、自己表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

■私費外国人留学生特別選抜 

合格者の決定は、日本留学試験、小論文及び面接の評価を総合して行います。日本留学試験では、基礎

的な日本語能力及び基礎学力を評価します。小論文では、国際関係学部及び地域政策学部の各コースで学

ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。面接では、コー

スごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうとする意欲、自己

表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

各選抜方法における求める力 （評価する力） 

【◎：特に重視する 〇：重視する】 

①社会人特別選抜、帰国生特別選抜 

選抜方法 
知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

主体性を持って 
多様な人々と協働して学ぶ態度 

小論文 〇 ◎  

面接 〇 〇 ◎ 

 

②私費外国人留学生特別選抜 

選抜方法 
知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

主体性を持って 
多様な人々と協働して学ぶ態度 

日本留学試験 ◎   

小論文 〇 ◎  

面接 〇 〇 ◎ 

 

【国際関係学部・地域政策学部】 共通事項 


